
 

平成 17 年 3 月 15 日 

各 位 

 

株式会社カネボウ化粧品 

平成１６年度連結決算について 

 

下記の通り平成 16 年度連結決算が確定しましたので、お知らせ致します。 

 

１． 平成 16 年度連結決算の概要 及び 平成 17 年度再生計画 

 

（１） 当期の売上高は 1,446 億円となりました。 

（２） 営業譲渡に伴い発生した商標権等の償却費を控除する前の営業利益は 76 億円です。 

 

【平成１6年12月期の連結経営成績】                （金額表示は単位未満切捨て） 

 16年12月期 実績 16年12月期 再生計画 

 百万円 百万円 

売上高 144,667  148,073 

売上原価 36,987   37,018 

売上総利益 

 

107,679   111,055 

販売管理費 

 

100,040    103,695 

償却前営業利益 

 

7,639   7,360 

注１．当期における化粧品事業業績は、営業譲受日（平成16年5月7日）以降の8ヶ月間となります。 

注２．販売管理費は、営業譲受に伴い発生した商標権等の償却費を除外しています。 

注３．償却前営業利益は、営業譲受に伴い発生した商標権等の償却費を控除する前のものです。 

 

【平成 17 年度の再生計画】 

     中  間  期  通   期 

 

売上高 

百万円

                95,814 

百万円 

               196,548 

償却前営業利益 

 

8,413                 18,123 

 



２．会計期間    

当事業年度より、決算期を 12 月に変更しております。このため、当会計期間は 4 月 1 日より 12 月

31 日迄の 9 ヶ月決算となります。 

 

３．連結の範囲  

（１）連結国内子会社  5 社 

カネボウ化粧品販売株式会社、株式会社エキップ、株式会社リサージ、 

カネボウコスミリオン株式会社、株式会社ジョゼ 

   ※注：ｶﾈﾎﾞｳｺｽﾒｯﾄ（株）は 12 月 1 日付でｶﾈﾎﾞｳ化粧品販売（株）と合併致しました。 

 

（２）連結海外子会社  12 社 

Kanebo Cosmetics（Europe）Ltd.、Kanebo Cosmetics Deutschland GmbH、 

Kanebo Cosmetics U.K. Ltd.、Kanebo Cosmetics France S.A.R.L、 

Kanebo Cosmetics Italy S.P.A、Kanebo Cosmetics U.S.A. Inc.、 

Kanebo Cosmetics of Hawaii，Inc.、Shanghai Kanebo Cosmetics Co.，Ltd.、 

Kanebo（Shanghai）Sales Co.，Ltd.、Taiwan Kanebo Cosmetics，Co.，Ltd.、 

Kanebo＆Kumbi Cosmetics Co.，Ltd.、Kanebo Cosmetics（Thailand）Co.，Ltd. 

 

４．当連結決算期の概要 

当社は2004年5月7日付でカネボウ（株）より化粧品事業の営業を譲受けると共に、商号をカネ

ボウブティック（株）より（株）カネボウ化粧品に変更し、名実共に化粧品会社として新たなスタートを

切りました。 

営業譲受後、事業再生を図るべく、ブランド統合、営業組織改革、海外戦略などの経営改革に 

取り組みました。ブランド統合については「強いブランド創り」を掲げ、重点化ブランドへの経営資

源の集中を図ったマーケティング活動を推進しました。その結果、カウンセリング領域においては、

スキンケアの重点化ブランドである「ＤＥＷ」、メイクの重点化ブランドである「テスティモ」が好調に

推移いたしました。セルフ領域においては、「アリィー」（高価格帯レジャー商品）が大幅成長となっ

た他、ヤングセルフ市場№1 の「ケイト」、改装した「フレッシェルホワイト C」が安定成長を堅持しま

した。また、男性市場は苦戦傾向にありますが、４年ぶりの男性化粧品新ブランド「ボタンダウンク

ラブ」を導入し、市場再活性を図りました。また、流通別ブランドにおいては、「トワニー」が堅調に

推移し、専門店ブランドでは依然業界ナンバーワンシェアを維持しております。百貨店に対しては、

「RMK」が引き続き好調に推移すると共に、９月に新ブランド「ＹＵＳＵＩ」を全国２８０店に導入し、既

存の「ＬＵＮＡＳＯＬ」「ＨＦＥＸ」と合わせ、新たなプレステージ戦略を推進しております。 

海外においては、欧州のプレステージブランドを柱とする収益基盤の強化を図りました。 

 

また、流通別営業戦略遂行のため新営業組織（１０月１日付）を発足し、「流通別対応型営業」と

「組織のフラット化」による機動力を高める新組織を実現しました。 

その結果、当決算期連結売上高は 1,446 億円となりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連結損益計算書（要旨） 
自 平成１６年 4 月 1 日 

至 平成１６年 12月 31日 

                 (単位：百万円) 

科  目 金 額 

売上高 144,667 

営業費用 137,028 

償却前営業利益 7,639 

商標権等償却費 12,696 

営業損失 5,057 

営業外収益 889 

営業外費用 5,246 

経常損失 9,414 

特別利益 1,379 

特別損失 228,700 

税引前当期純損失 236,735 

当期純損失 237,493 

（金額表示は百万円未満切捨て） 
 

連結貸借対照表（要旨） 
        平成１６年１２月３１日現在   

 （単位：百万円） 
資産の部 負債・資本の部 

流動資産 54,517 流動負債 186,705 

固定資産  固定負債 32,505 

 負債合計 219,211 

少数株主持分 187  

有形固定資産 

無形固定資産 

投資その他の資産 

12,566 

159,697 

3,956 少数株主持分計 187 

  資本金 125,450 

   資本剰余金 125,400 

  利益剰余金 △239,599 

  その他 89 

  資本合計 11,339 

資産合計 230,738 

 

負債・資本合計 230,738 

（金額表示は百万円未満切捨て） 


